
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵

「
竹
取
物
議
絵
巻
」

を
用
い
た
変
体
仮
名
教
材
部
作

出

本

美

は
じ
め
に

本
掛
究
課
題
（
平
成
二
十
六
年
度
共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
努
究
所
研
党
助
成
「
変
体
仮
名
教
材
作
成
の
研
究
」
）
で
は
、
変
体
仮
名
学
習
揺
の
教
材
制
作

を

S
壊
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
た
。
ま
た
、
そ
の
教
耕
が
視
覚
障
縛
者
と
晴
眼
者
が
と
も
に
利
用
で
き
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
司
指
し
た
。
こ

れ
は
、
本
件
助
成
期
間
中
の
本
学
文
芸
学
部
に
、
視
覚
障
碍
そ
持
っ
た
学
生
が
在
学
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
の
検
討
課
題
で
も
あ
っ
た
。

視
覚
障
碍
者
が
、
古
典
文
学
を
く
ず
し
字
の
原
文
で
読
む
た
め
の
方
法
は
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
本
萌
究
課
器
で
は
、
点
字
を
蝕
読
す
る
方
法
を
志
用
し
、
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立
体
印
刷
し
た
変
枠
仮
名
の
教
材
を
用
い
る
こ
と
で
字
形
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
方
法
を
試
み
る
た
め
の
教
材
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
本

稿
で
は
、
教
材
制
作
過
設
と
、
そ
れ
を
用
い
た
授
業
の
展
開
に
関
す
る
報
告
を
行
う
昏

務
材
の
選
定

本
件
で
教
幹
化
す
る
古
典
棄
材
と
し
て
、
本
学
罷
書
館
所
蔵
「
竹
敦
物
語
絵
品
甘
い
〈
諒
l
、
以
下
で
は
共
立
本
と
呼
ぶ
〉
を
選
択
し
た
。
本
持
は
近
世
初
頭

の
制
作
と
み
ら
れ
る
上
下
二
巻
の
絵
巻
で
、

九
八

0
年
代
の
購
入
で
本
学
所
議
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
教
牲
と
し
て
用
い
る
第
一
の
糧
自
は
、
大
学
所
臓
の
貴

重
書
を
用
い
古
典
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
経
験
が
、
全
て
の
履
修
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
学
翠
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
た
か
ら
で
毒
る
。
ま
た
「
竹
理

物
語
」
の
本
文
は
、
通
年
（
変
体
仮
名
を
既
習
の
学
生
で
あ
れ
ば
半
期
〉
の
授
業
で
通
読
す
る
の
に
適
当
な
分
量
で
島
り
教
材
と
し
て
扱
い
や
す
い
。
さ
ら
に

学
生
に
と
っ
て
も
、
中
学
・
高
校
時
代
の
古
文
学
習
を
通
じ
て
そ
の
内
容
に
親
し
み
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

共
立
本
は
、
国
文
苧
や
奨
婿
史
学
の
領
域
で
近
年
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
奈
良
鈴
本
系
絵
巻
の
ひ
と
つ
で
、
調
書
に
は
金
泥
に
よ
っ
て
下
絵
を
撞
い
た
豪
離

共
立
女
子
大
学
認
書
館
所
蔵
「
竹
壊
物
語
絵
犠
い
を
用
い
た
変
体
仮
名
教
材
制
作



共
忠
女
子
大
尚
子
拳
共
立
女
子
規
期
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
婆

第

n号

2
0
1
8
年

な
科
紙
を
用
い
、
絵
の
格
調
も
高
く
櫨
め
て
良
費
な
作
例
で
あ
る
。
そ
の
成
立
は
、
『
源
氏
物
語
」

3v勢
物
語
旬
、
そ
し
て
吋
竹
取
物
語
』
な
ど
の
古
典
文
学

に
基
づ
く
胤
執
筆
販
の
絵
巻
や
絵
本
製
作
が
流
行
し
た
十
七
世
と
み
ら
れ
る
が
、
問
時
期
に
耕
作
さ
れ
た
他
の
現
存
吋
竹
取
物
語
絵
巻
」
と
比
較
し
て
も
、
完
成

度
の
高
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
一
部
書
や
麗
爵

ι欠
損
や
錯
鰐
も
な
く
、
保
帯
状
撃
も
良
野
で
あ
る
の
で
、
教
材
と
し
て
由
・
し
分
な
い
条
体
を
鏑
え
て
い
る
。

教
材
化
の
方
法

共
立
本
を
教
材
化
す
る
に
際
し
て
、
以
下
三
段
階
の
作
業
を
研
究
協
力
者
と
の
分
担
で
行
っ
た
。

〈

1
｝
原
本
の
撮
影

ニ
O
一
五
年
二
月
に
、
本
学
韻
書
館
に
お
い
て
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
上
下
二
巻
の
撮
第
を
実
態
し
た
。
撮
影
に
跨
し
で
は
、
複
写
台
に
デ
ジ
タ
ル
一
一
様
レ
フ

カ
メ
ラ
会
盟
定
し
、
ヂ
イ
ラ
イ
ト
に
よ
る
照
明
を
用
い
た
。

（

2
）
問
書
の
教
材
先

お

前
述
〈
l
〉
で
撮
鮮
し
た
画
集
ヂ
！
タ
に
基
づ
き
、
諦
舎
の
文
学
だ
け
を
抽
出
す
る
加
工
を
捺
し
た
。
潜
初
、
こ
の
作
業
は
視
覚
障
碍
学
生
の
た
め
の
教
材

と
し
て
、
詞
書
の
文
字
を
立
体
印
刷
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
作
業
に
基
づ
く
教
材
を
実
際
に
授
業
で
期
い
て
み
る
と
、
晴
眼

者
で
あ
る
飽
の
学
生
に
と
っ
て
も
変
体
仮
名
の
字
形
を
正
し
く
理
解
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
共
立
本
の
拐
容
科
紙
に

は
豪
華
な
下
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
変
体
仮
名
を
は
じ
め
て
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、
原
本
の
ま
ま
で
は
文
字
を
識
別
し

ιく
い
額
面
が
あ
る
。
文
字
だ
け
を
抽

出
し
た
教
材
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
点
が
改
議
さ
れ
た
。

調
書
の
文
字
を
描
出
し
立
体
化
教
材
を
作
成
す
る
方
法
は
、
ニ

O
二
ニ
年
度
か
ら
ニ

O
一
四
年
度
に
か
け
て
本
学
文
芸
学
部
自
本
諾
自
本
文
学
コ
ー
ス
で
開

発
し
た
、
視
覚
諮
碍
学
生
の
古
典
学
習
教
耕
作
成
の
作
業
手
瓶
を
踏
襲
し
た
。
本
件
に
お
け
る
実
探
の
作
業
は
、
務
究
協
力
者
の
入
江
彩
美
氏
〈
本
学
卒
業
生
、

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
銀
器
在
学
〉
に
分
担
し
て
も
ら
い
、
料
品
下
の
方
法
で
立
ル
浄
化
教
材
を
作
成
し
た

oeフ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
用
い
て
函

像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
繍
調
整
し
、
器
包
だ
け
を
描
出
す
る
。
②

行
ご
と
に
切
り
取
っ
た
臨
議
を
作
成
し
〈
国
2
て
そ
れ
を

A
4
用
紙
一
枚
に
つ
き
五
行
ず



つ
の
配
置
で
再
構
成
す
る
（
図

3
）
。
③
こ
れ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
、

コ
ピ

l
機
で

B
4
の
カ
プ
セ
ル
ペ
ー
パ
ー
に
拡
大
転
写
す
る
。
④
文
字
を

転
写
し
た
カ
プ
セ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
立
体
コ
ピ

l
作
成
機
（
ア
メ
デ
ィ
ア
製
沼
〉
司
）
に
て
立
体
化
す
る
（
本
誌
掲
載
立
体
化
教
材
参
照
）
。

一
連
の
作
業
の
う
ち
、
②
を
行
う
理
由
は
、
変
体
仮
名
の
連
綿
や
文
字
の
区
切
り
を
理
解
す
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
行
聞
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
、
特
に
、

視
覚
障
碍
学
生
が
触
読
に
よ
っ
て
文
字
の
区
切
り
を
理
解
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
工
夫
で
あ
る
。

（3
）
絵
画
の
教
材
化

絵
巻
の
画
面
内
容
を
学
習
す
る
た
め
に
、
晴
眼
者
の
学
生
に
は
、
（
l
）
で
撮
影
し
た
画
像
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
全
場
面
の
モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
を
配
布
し
た
。

こ
れ
以
外
に
、
授
業
中
に
カ
ラ
！
画
像
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
！
で
投
影
す
る
こ
と
で
画
面
内
容
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
視
覚
障
碍
の
学
生
に
対
し
て
は
画
像
の
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
画
面
に
つ
い
て
も
立
体
化
教
材
が
必
須
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
で
、
東
京
畿
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存
修
復
日
本
画
研
究
領
域
に
お
い
て
、
古
画
の
模
写
や
修
復
技
術
を
学
ん
だ
卒
業
生
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多
色
使
い
で
細
か
な
線
も
多
い
画
面
の
加
工
に
お
い
て
は
、
一
副
書
で
用
い
た
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
作
業
が
応
用
で
き
な
か
っ
た
。

や
在
学
生
に
協
力
を
仰
ぎ
、
手
作
業
に
よ
る
描
き
起
し
図
（
ト
レ
ー
ス
図
）
を
制
作
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
た
。
作
画
に
あ
た
っ
て
、
腐
野
佳
世
子
氏
（
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
、
五
十
嵐
有
紀
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
、
鷹
漬
春
奈
氏
（
同
大
学
院
博
士
課
程
在
学
）
か
ら
の
協
力
を
得
、
共
立

本
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
上
巻
と
下
巻
よ
り
各
々
一
場
面
ず
つ
の
ト
レ
ー
ス
図
を
制
作
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
立
体
化
教
材
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
ト
レ
ー
ス
図
制
作
の
方
法
や
作
業
過
程
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
氏
に
よ
る
報
告
を
本
誌
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
用
い
た
学
習
の
成
果

本
研
究
課
題
を
通
じ
て
制
作
し
た
教
材
を
、
二

O
一
五
年
度
四
月
か
ら
、
筆
者
は
本
学
文
芸
学
部
専
門
科
目
で
あ
る
「
日
本
美
術
史
演
習
」
（
通
年
科
目
）

に
て
利
用
し
て
い
る
。

共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
用
い
た
変
体
仮
名
教
材
制
作



共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要

第
辺
号

2
0
1
6
年

晴
眼
者
の
学
生
た
ち
は
、
調
書
と
画
面
の
コ
ピ
ー
を
手
元
に
置
い
て
、
『
字
典
か
な
』
（
笠
間
書
院
）
と
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
（
一
七
、
岩
波
書
店
）

所
収
の
活
字
本
を
参
照
し
な
が
ら
本
文
を
読
み
、
さ
ら
に
調
書
と
画
面
内
容
の
対
応
関
係
な
ど
の
分
析
を
行
う
。
毎
回
の
授
業
で
、

一
人
十
五
行
1
二
O
行
程

度
を
課
題
と
し
て
割
り
振
っ
て
輪
読
す
る
形
式
で
進
め
て
い
る
。

新
大
系
版
の
本
文
を
読
め
ば
、
そ
こ
に
答
え
が
書
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
変
体
仮
名
の
学
習
が
初
め
て
と
い
う
学
生
も
そ
れ
を
参
照
し
な
が

ら
翻
刻
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
共
立
本
は
新
大
系
版
の
底
本
で
あ
る
天
理
大
学
附
属
図
書
館
本
系
統
の
本
文
と
は
異
同
も
あ
り
、
最
終

的
に
は
自
ら
変
体
仮
名
を
読
解
し
な
く
て
は
完
全
な
翻
刻
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
も
共
立
本
を
変
体
仮
名
学
習
の
教
材
と
し
て
用
い
る
利
点
が
あ
る
と
考
え

る
。
つ
ま
り
、
本
作
に
関
す
る
完
全
な
翻
刻
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
せ
ず
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ん
で
い
る
翻
字
が
、
世
界
で
最
初
の
翻
刻
資
料

と
な
る
臨
場
感
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
授
業
で
の
翻
刻
作
業
を
通
じ
て
、
共
立
本
に
お
け
る
明
ら
か
な
誤
写
な
ど
も
発
見
で
き
、
写
本
に
は
各
々

個
性
が
あ
る
こ
と
を
、
学
生
が
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

一
方
、
視
覚
障
碍
者
の
学
生
も
、
立
体
化
教
材
を
用
い
て
同
じ
ペ

l
ス
で
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
『
字
典
か
な
』
の
代
わ
り
に
、
前
年
度
ま
で

お

に
日
本
語
日
本
文
学
コ

l
ス
に
て
制
作
し
た
立
体
化
字
典
を
用
い
、
新
大
系
版
の
代
わ
り
に
、
点
訳
さ
れ
て
い
る
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
版
の
本
文
を
参
照
し
て

い
る
。
障
碍
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
同
じ
条
件
下
で
学
び
の
時
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
演
習
を
担
当
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
経
験
で
あ
る
。

た
だ
し
、
絵
画
部
分
の
立
体
化
教
材
に
関
し
て
は
、
実
際
に
利
用
し
て
み
る
と
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い
。
特
に
、
情
報
量
の
多
い
画
面
内
容
の
ど
こ
を
省
略

し
て
ど
の
部
分
を
線
と
し
て
残
す
か
と
い
う
点
で
、
制
作
す
る
我
々
の
側
も
こ
れ
を
利
用
す
る
学
生
の
側
も
、
未
だ
試
行
錯
誤
中
で
あ
る
。
引
き
続
き
授
業
に

用
い
な
が
ら
改
善
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
利
用
の
実
態
に
即
し
た
教
材
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
現
在
は
、
墨
と
岩
絵
具
と
の
触
感
の
違
い
に
着
目
し
、
岩

絵
具
を
使
用
し
た
模
写
を
制
作
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
密
な
触
読
教
材
が
制
作
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
授
業
で
は
図
書
館
に
て
原
本
の
閲
覧
も
実
施
し
た
。
日
ご
ろ
は
モ
ノ
ク
ロ
の
コ
ピ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
！
の
画
像
、
そ
し
て
立
体
化
教
材
を
通

じ
て
し
か
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
象
の
「
本
物
」
に
触
れ
、
自
ら
繰
り
広
げ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
参
加
学
生
に
驚
き
と
喜
び
を
伴
っ
た

感
動
が
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
と
思
う
。
コ
ピ
ー
な
ど
の
代
替
物
で
は
観
察
し
き
れ
な
い
細
部
が
、
原
本
を
前
に
す
る
と
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
特
に
、



提
覚
障
碍
の
学
生
に
と
っ
て
、
議
れ
る
こ
と
は
「
読
む
こ
と
・
見
る
こ
と
」
に
産
結
す
る
。
盟
書
館
で
の
閲
覧
を
通
じ
て
、
結
巻
の
大
き
さ
、
重
最
惑
、
質
感
、

に
お
い
、
詞
書
と
絵
の
比
率
な
ど
を
的
確
じ
把
握
し
、
以
後
の
学
習
に
も
大
い
に
益
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
研
究
課
題
で
、
視
覚
障
碍
者
と
靖
謀
者
が
と
も
に
科
用
で
急
る
変
体
復
名
学
習
教
材
の
制
倖
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
過
程
で
、
提
覚
障
碍
学
生
の
た
め
に

行
っ
た
工
夫
の
多
く
が
、
変
体
疲
名
を
初
め
て
学
饗
す
る
他
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
有
援
で
あ
る
こ
と
に
患
い
叢
っ
た
。
絵
巻
の
詞
犠
令
競
み
や
す
く
加
工

す
る
こ
と
が
、
変
体
仮
名
学
習
の
導
入
部
分
で
、
会
て
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
助
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
9

変
体
板
名
と
い
う
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
等
距
離
に
踊
た
っ
て
い
る
文
化
を
学
ぼ
う
と
す
る
際
に
、
立
体
先
教
材
と
い
う
さ
さ
や
か
な
工
夫
を
導

入
す
る
こ
と
で
、

5
哲
生
活
に
存
在
す
る
障
碍
者
と
龍
常
者
の
開
の
不
均
衡
が
少
な
か
ら
ず
緩
和
さ
れ
る
。
今
関
試
作
し
た
立
体
化
教
材
そ
の
も
の
は
、
設
替

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

。。

の
余
地
を
多
く
残
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
用
い
た
設
業
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
多
接
性
の
中
で
自
ら
も
存
在
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
、
日
々
獲
得
し

共
立
女
子
大
学
問
啓
鰭
所
峨
「
竹
京
物
語
絵
犠
」
を
用
い
た
変
体
仮
名
教
材
制
作
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